
平成 19 年度科学技術振興調整費による 

竜巻等の実態および発生予測と対策の調査研究の実施について 
 

平成 19 年 6 月 14 日 
文部科学省 

 
 文部科学省では、平成 19 年度科学技術振興調整費について、平成 18 年 12 月 25 日～平

成 19 年 2 月 19 日の期間において公募を実施し、平成 19 年 3 月から 5 月にかけて科学技

術・学術審議会科学技術振興調整費審査部会において審査を実施した結果、６種類のプロ

グラムへの応募件数３００件のうち、５９件を採択した。 
 このうち、重要政策課題への機能的対応の推進（課題１）「竜巻等による突風災害対策に

関する調査研究」には、別紙の通り東京工芸大学を中核機関とした「竜巻の実態および発

生予測と対策の調査研究」の応募があり、ヒアリングの結果採択された。 
 
 
 
（参考）平成１９年度科学技術振興調整費 プログラム 
 
○ 若手研究者の自立的研究環境整備促進 
○ 女性研究者支援モデル育成 
○ 先端融合領域イノベーション創出拠点の形成 
○ 地域再生人材創出拠点の形成 
○ アジア科学技術協力の戦略的推進 
  （1－1）自然災害への対応に資する防災科学技術分野の研究開発 
  （1－2）感染症対策に資する研究開発 
  （2－1）持続可能な発展のための環境・エネルギー技術の開発 
  （2－2）アジア発の先端技術・国際標準の創出 
○ 重要政策課題への機動的対応の推進 
  （課題 1）竜巻等による突風災害対策に関する調査研究 
  （課題 2）ライフサイエンスの先端科学技術が社会に与える影響の調査研究 
  （課題 3）相補・代替医療及び統合医療の科学的評価手法の調査研究 
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課題の概要 

○課題分類       「 課題１ 竜巻等による突風災害対策に関する調査研究 」 

○提案課題名      「 竜巻等の実態および発生予測と対策         」 
○研究代表者名     「 田村幸雄                        」 
○中核機関名         「 学校法人東京工芸大学                 」 
 

 調査研究の目標・概要  

 １．目的・目標 
2005 年 12 月 25 日に山形県酒田市付近で羽越本線特急いなほ 14 号の脱線以来，2006

年 9 月 17 日の延岡市の竜巻，11 月 7 日の北海道佐呂間町での竜巻と，大量輸送機関の
被害や複数の死者を出す突風災害が連続している。小規模ではあるが激甚被害をもたら
す竜巻等に対する個人や行政レベルの対応，あるいは構造物の耐風性や設計上の考え方
に関するわが国の状況は，米国等に比較すると極めて不十分なまま放置されている。人
命保護のためには予測，予知が不可欠であり，突風に対する防災，減災対策の検討は，
都市防災や国家安全保障の観点からも重要かつ緊急の課題である。本調査研究では，突
風現象の発生機構や被害実態の把握，予測技術の開発に必要な基礎的事項の解明，およ
び建築物や交通機関等の防災，減災対策のための種々の方策について検討する。また，
本調査研究は気象学および風工学の分野が協力して発生機構の実態解明から防災対策ま
でを総括的に検討する初めての試みであり，期間も 9 ヶ月と比較的短期間であることか
ら，将来の研究を見据えたロードマップを取り纏めることも目的の一つとしている。 
 ２．研究計画 
観測資料と数値解析による竜巻発生機構の研究を行うとともに，竜巻監視技術，ド

ップラーレーダーによるメソサイクロン検出手法，環境パラメータ等による予測手法
の検討を行う。また，文献による突風被害実態調査および被害のデータベース構築，
住家被害認定基準，非定常空気力の実験・数値解析，個人や行政レベルでの対応マニ
ュアル，対飛散物耐力評価基準，構造物設計ガイドライン等の検討を行う。 
 ３．実施体制 
東京工芸大学が全体を統括し，東京大学海洋研究所がサブテーマ１の竜巻の発生機構

の研究，気象研究所がサブテーマ２の発生の予測手法の研究，東京工芸大学がサブテー
マ３の突風災害対策の研究をそれぞれ分担して取り纏める。サブテーマ２およびサブテ
ーマ３は，それぞれ２項目および６項目の研究小項目で構成されており，被害や観測に
地域性もあることから，更に名古屋大学，防災科学技術研究所，中央大学，日本気象協
会，京都大学，京都大学防災研究所，東北大学，建築研究所，日本建築総合試験所，東
京工業大学の参加，およびいくつかの関連機関の協力を得て，本調査研究を実施する。
気象学，風工学で十分な研究実績を持つこれらの機関の協力とサブテーマ間の連携，特
に，気象学的な成果と風工学的な成果の有機的な融合が目的達成の必要条件となる。こ
のため，個々の研究項目ごとの打合会の他に，サブテーマ間の情報交換のための全体会
議を４回程度開催するとともに，外部有識者からの意見聴取も兼ねた研究報告会を実施
するなど，緻密な連携と効率的な運営を図る。 

 
 調査研究の成果による波及効果について  

 
本調査研究の成果は，突風ナウキャスト技術の確立や国や地方行政庁の災害対策構築

に大きく貢献できる。具体的には，交通機関の安全運行，建築物や農作物の突風被害に
よる人的被害や経済的ロスの低減，送電システムなどライフラインの被害軽減が図られ，
国家安全保障上も大きな貢献が期待できる。また，突風被害の評価基準を明確化，共通
化することにより，公的機関の被害低減策や防災対策策定の迅速化，効率化も促される。

 
 調査研究終了後の展開について  

 
 突風現象の解明や発生予測技術の開発に関する成果は，分担機関である気象庁気象研
究所を通じて，気象庁が平成 22 年度から計画している突風等短時間予測情報の提供の
ため有効に利用され，予測や情報提供手法の更なる改良につながるべく努力する。被害
の実態解明や防災・減災対策に関する成果は，(独)建築研究所，日本風工学会，日本建
築学会等の風災害低減活動等を通じて，内閣府や地方行政庁に働きかけ，災害時の住家
被害度評価や地方行政庁などの迅速な防災対策策定のための利用を図る。 
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